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第 69 回 日本人類学会大会開催によせて

 
 
 

  第 69 回日本人類学会の学術大会・総会を、産業技術総合研究所臨海副都心センタ
ーで開催することになりました。産業技術総合研究所（以下、産総研）は、2001 年
の独立行政法人改革に伴い、通商産業省傘下の 15の研究所が統合して設立され、2015
年 4月から国立研究開発法人となりました。科学技術を産業界に橋渡しし、産業を強
くして、社会をより良い方向に誘うことが産総研のミッションです。このような産業

応用指向の研究所で日本人類学会の大会を開催するということに、違和感を憶えられ

るかも知れません。人類学は、人がどこから来たかを解明していく学問体系であると

同時に、人がどこに行くべきかを指し示す役割も担っていると考えています。社会を

より良い方向に誘うための産業技術には、人類学が必要です。ユニバーサルデザイン

は人類の多様性と関係があり、健康サービスには二足歩行が強く関与しています。多

様性を受けとめ、人々が健やかに安全に暮らす社会を、産業を通じて創り出すことに、

人類学も貢献しているのです。大会に付随するラボ見学会や公開シンポジウムを通じ

て、産業技術と人類学の接点を感じていただければ幸いです。 
 
 
       第 69回日本人類学会大会長 
           持 丸  正 明 
              （産業技術総合研究所） 
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第 69 回日本人類学会大会 大会組織委員会 

 
 

名誉大会長     河内まき子  産業技術総合研究所 名誉リサーチャー 

大会長         持丸正明    産業技術総合研究所 人間情報研究部門長 

 

大会役員（実行委員） 

 委員長       持丸正明    産業技術総合研究所 

 委 員       荻原直道    慶應義塾大学 

 河合祐子    産業技術総合研究所 

 河村正二    東京大学 

 河野礼子    国立科学博物館 

 小林吉之    産業技術総合研究所 

 近藤  修    東京大学 

 近藤信太郎  日本大学松戸歯学部 

 近藤 恵     お茶の水女子大学 

 澤田 純明   新潟医療福祉大学 

 奈良 貴史   新潟医療福祉大学 

 保原浩明    産業技術総合研究所 

（五十音順） 
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大会スケジュール 
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会 場・交 通 の ご 案 内 
 
■ 会場 

【公開シンポジウム】 
 産業技術総合研究所 臨海副都心センター別館 11 階 第 1 会議室 

【演題発表・一般シンポジウム・分科会】 
 産業技術総合研究所 臨海副都心センター別館 11 階 第 1・第 2・第 3 会議室 

【ポスター発表】 
 産業技術総合研究所 臨海副都心センター別館 11 階 多目的室 

【ラボツアー（希望者のみ）】 
産業技術総合研究所 人間情報研究部門 デジタルヒューマン研究グループ 
（産業技術総合研究所 臨海副都心センター本館 3 階） 

   入館セキュリティのため、ラボの見学を希望される方は必ず見学ツアーにご参加ください。 

【評議員会・総会】 
 産業技術総合研究所 臨海副都心センター別館 11 階 第 1 会議室 

【懇親会】 
 テレコムセンタービル 21 階展望台（一部貸切） 

   エレベーターで 20 階へ上がり、階段で 21 階へお越し下さい。懇親会参加者は展望台入場券は不要です。 

 
■ 交通のご案内 

【電車のご案内】 
○新交通ゆりかもめ「テレコムセンター」駅下車 徒歩 3 分 
○埼京線直通 りんかい線「東京テレポート」駅下車 徒歩 15 分 

【バスのご案内】 
 ○りんかい線「東京テレポート」駅 または地下鉄東西線・大江戸線「門前仲町」駅より 

都営バス [海 01] 乗車 
○ＪＲ京浜東北線「大井町」駅西口より 

京急バス [井 30] [井 32] 乗車 
○ＪＲ京浜東北線「大森」駅東口より 

京急バス [森 30] [森 40] 乗車 
→ 「テレコムセンター駅前」バス停下車 徒歩約 5 分 
※臨海副都心エリアの無料巡回バス「東京ベイシャトル」もご利用いただけます。 

【羽田空港からお越しの場合】 
 ○空港から東京モノレール乗車 

→ 「天王洲アイル」駅でりんかい線に乗り換え 
→ 「東京テレポート駅」下車 徒歩 15 分 
○空港からリムジンバス「お台場・有明エリア行き」乗車 
→ 「ホテルグランパシフィック ル・ダイバ」下車 
→ ゆりかもめ「台場駅」から豊洲行に乗車、「テレコムセンター駅」下車 徒歩 3 分 
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会場へのアクセス・駅周辺図 
 

 



6 
 

産総研 臨海副都心センター別館 会場配置 
 

１階 エントランスホール 

・プロムナード側出入り口をご使用いただき、受付においでください。 

・発表者で会場 PC をお使いになる方は、受付横にてスライドの動作確認を行ってください。 

 ※こちらは動作確認のみです。今大会ではスライド受付はありません。 

1F で動作確認を行ったのちに、発表会場にて備付 PC でファイルを開いて下さい。 
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11 階 会場 

・全ての発表会場はこちらのフロアで

す。 

・飲料の自動販売機は休憩エリアにご

ざいます。 

・館内は禁煙です。喫煙は休憩エリア

脇の喫煙室をご利用ください。 

 

・4 番エレベータは非常用です。通常

時のご使用はご遠慮ください。 

また、他階へのご移動はご遠慮くださ

い。 
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産総研周辺の食事案内図 

 

 

① テレコムセンター 2F レストラン街（和食・イタリアン・中華）和食のみ日曜定休 

② 日本科学未来館 5F Mirakan Cafe 7F レストラン Miraikan Kitchen 

③ コンビニエンスストア 

 ファミリーマート …青海フロンティアビル 1F 

 ローソン  …TIME24 ビル 1F 

 生活彩家（日・祝定休） …SOHO ビル 1F 

◇台場商業地区までの距離 

ヴィーナスフォート …約 750m、徒歩 9～11 分 又はゆりかもめ「青海」駅下車すぐ 

DiverCity Tokyo（ガンダム像）…約 850m、徒歩 10～12 分 

アクアシティお台場 …約 1.5km、ゆりかもめ「台場」駅下車すぐ 
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参 加 者 へ の ご 案 内 

 

1. 参加受付について 

受付時間： 10月 10日（土） 8:30～17:00 
10月 11日（日）8:30～17:00 
10月 12日（祝） 8:30～14:00 

受付場所： 別館 1階 受付 
当日参加費： 

 一般会員 学生会員 会員外 
大会参加費（抄録冊子なし） 7000円 4000円 7000円 
大会参加費（抄録冊子 1冊込み） 8000円 5000円 8000円 
懇親会費 8000円 5000円 8000円 

 
事前登録がお済みの方へ 

受付にて、参加証（ネームカード）・抄録集（冊子込みで登録の方）・お弁当の引換券（申込済の方）・

懇親会の参加券（申込済の方）をお渡しいたします。会場内では、必ず参加証（ネームカード）を

ご着用ください。 
 
当日登録の方へ 
当日登録用の受付にて登録用紙に必要事項をご記入ください。参加費をお支払いいただき、参加証

（ネームカード）と抄録集（冊子込みで登録の方）をお受け取りください。会場内では、必ず参加

証（ネームカード）をご着用ください。 
 
懇親会にご参加の方へ 
日時： 10月 11日（日） 18:30～ 
会場： テレコムセンタービル 21階 展望台（一部貸切） 
  エレベーターで 20階へ上がり、階段で 21階へお越し下さい。懇親会参加者は展望台の入場券 
は不要です。 

  当日参加の方は、大会受付にてお申し込みください。 
  懇親会の参加券は会場入り口にて回収いたします。 

 

 

2. 評議員会・総会 

日時：  10月 11日（日）  12:00～14:00 
会場：  臨海副都心センター 別館 11階 第 1会議室 
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・日本人類学会評議員、および同会員の方はご出席ください。 
・会議資料は受付け時にお渡しいたしますが、当日会場にも若干部数を用意いたします。 
・昼食時間をかねて行いますので、各自弁当をご持参ください。 

 
3. 抄録集の追加購入について 

抄録集の追加購入を希望される方には、大会受付にて 1冊 1000円で販売いたします。 
なくなり次第、終了となります。 

 
4. クローク 

今大会では、会場にクロークの設備はございません。大きなお荷物は会場周辺のコインロッカー、

あるいはご宿泊のホテル等へのお預けをご利用くださいますようお願いいたします。なお連休中と

なりますので、公共のコインロッカーは混雑の可能性がありますことをご留意ください。 
会場周辺のコインロッカー設備の一例： 
・ゆりかもめ テレコムセンター駅（会場至近。若干数。大サイズは 3個のみ） 
・りんかい線 東京テレポート駅（会場から 1km。数は多め） 
・ヴィーナスフォート（会場から 600m程度のショッピングモール内に点在。総数は多め） 等 

 
5. 食事・喫煙 

・会場となる臨海副都心センター内には、食堂等の設備はございません。 
・周辺の食堂・コンビニ・カフェ等の情報は、8ページのマップをご参照ください。 
・事前登録の際に、10月 11日のお弁当をお申込の方には、受付時に引換券をお渡しいたします。 
  お弁当は当日 11時以降に、第 1会議室前にて引換券と交換にお渡しする予定です。 
・臨海副都心センタービル内は全館禁煙です。喫煙室は別館 11階休憩ロビー脇にございます。 

 
6. お願いとご案内 

・ 昼食時間（10月 10日・2日）には会場内での飲食は可能ですが、整理整頓やゴミの始末にはご
協力のほどお願いいたします。ロビー（休憩エリア）もご利用ください。 

・ 発表中の写真撮影およびビデオ撮影については原則禁止といたします。 

・ 駐車スペースのご用意はありません。お車での来場はご遠慮いただき、公共の交通機関をご利用

くださいますようお願いいたします。 
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座長、オーガナイザー、発表者の方へ 

 
座長の方へのご案内 

・ご担当するセッション開始の 10分前までに会場にお越しください。 
・各セッションに与えられた時間を超えないよう、セッションの進行をお願いします。 
 
一般シンポジウム、分科会・教育普及シンポジウムのオーガナイザーの方へのお願い 

・シンポジウム・分科会に関しましては、当日の進行はオーガナイザーにお任せいたしますので、 
  所定の時間を超えない範囲で自由にお進めください。 
  各演者の発表時間に合わせてベルを鳴らす必要がございましたら会場の係にご指示下さい。 
・開始時間前に多少の準備時間はありますが、各シンポジウム・分科会の「終了時間」につきましては 
厳守してくださいますようお願いいたします。 

 
一般演題（口演）発表者へのご案内 

機材 
1. 発表には液晶プロジェクターを用います。他の機材は使用できませんのでご了承ください。 
2. 使用する PCは、ご自身のもの、あるいは事務局で用意したものとなります。各会場にWindowsと

Macを各 1台ずつ用意いたします。 
3. 事務局で用意する会場PCのOS及びアプリケーションは、Windows7、Microsoft PowerPoint2010、

Macintoshの場合は、MacOS X、Microsoft PowerPoint for Mac2011となります。 
アニメーションの必要がないスライドの場合は、pdf形式のファイルも良いかと思います。 

4. プロジェクターとの接続は、D-sub 15pinとなります。変換ケーブルはご自身でご用意ください。 
5. お持ちいただく記憶媒体は、USBフラッシュメモリとします。 
6. ご自身の PCをお持ちいただく場合においても、必ず、予備としてファイルを USBフラッシュ 
メモリに入れてお持ちください。 

7. 今大会ではスライド受付を設けません。別館 1 階受付横に会場と同じ PC を用意いたしますので、
発表者で会場 PCを使用される方は必ずこちらでスライドの動作確認を行ってください。動画等を用
いた発表を予定されている発表者の方は、できるだけご自身の PCにてご発表下さい。 

発表時間 
1. 発表者は、セッション開始 10分前までに来場願います。 
2. 進行については、座長の指示に従ってください。 
3. 一般口演の発表時間は、13分（発表 10分、質疑 3分）です。 
4. 若手会員大会発表賞対象口演の発表時間は、13分（発表 10分、質疑 3分）です。 
5. 各発表の時間は厳守してくださいますようお願いいたします。 
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一般演題（ポスター）発表者へのご案内 

1. ポスターは、「演題番号」が貼られた指定のパネルに発表者ご自身で時間内に掲示願います。 
2. 画鋲は会場に準備します。 
3. ポスター用のパネルは A0 サイズのポスター（縦 120cm、横 89cm）まで掲示できます。ポスター

用パネル内に収まるサイズのポスターをご用意ください。 

掲示時間： 10月 10日（土）    9:00～18:00 
10月 11日（日）    9:00～18:15 
10月 12日（月祝）  9:00～12:00 

討論時間： 10月 10日（土）    13:00～14:00（演題番号が奇数のポスター） 
           10月 11日（日）    14:00～15:00（演題番号が偶数のポスター） 
撤去時間： 10月 12日（月祝）  12:30まで 

撤去時間を過ぎても掲示されているポスターは、 
事務局で撤去いたしますので、あらかじめご了承ください。 
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若手会員大会発表賞について 
 
日本人類学会大会において、人類学の進歩に寄与する優れた研究発表を自らおこない、将来の発展を期

待しうる学生会員および、35歳以下の会員に対し「若手会員大会発表賞」を授与します。（若手会員大会
発表賞規定） 
 
応募資格については以下のとおりです。 
1. 当該研究発表時点（2015年 10月 10日）において、日本人類学会の「学生会員」並びに、 
  「35歳以下の通常会員」とする 
2. 当該研究発表が共同研究の場合は、筆頭研究者であり発表者であること 
3. 発表は、口頭発表に限る 
 
応募資格に該当する会員全員に発表する権利があるところですが、応募者多数の場合は、大会実行委員

会にて検討し、一部の応募者には、受賞対象外の一般発表にお回りいただくようお願いすることがあり

ます。 
 
発表者は、大会期間中の「若手会員大会発表賞対象口演」セッションで、自らの演題を口頭発表します。

選考委員会は、発表を審査し、受賞者を選定して、会長へ推薦します。会長は理事会を招集し、その議

を経て受賞者を決定します。 
 
選定と授与については以下のとおりです。 
1. 「学生会員」「35歳以下の通常会員」より原則各 1名（計 2名）とし、 
   該当者のない場合は授賞を行わない 
2. 賞は大会の期間中に会長が授与する 
 
対象口演発表者の方々は、総会と懇親会へご参加ください。 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


